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１．はじめに：問題の所在と研究目的

各地の砂浜海岸では海岸侵食が問題となって

いる。砂浜海岸の保全や利用のために，海浜砂

の移動だけでなく地形形成のメカニズムについ

て理解することは非常に重要である。

砂浜海岸についての研究として，海浜砂の堆

積環境や海岸地形の形成について，砂浜の地形

に注目したもの（福本 1989）や，砂の移動を

定量的に捉えたもの（宇多 1997）がある。こ

れによって個々の砂浜での地形変化の解明は進

んだが，そのような研究アプローチでは砂浜を

形成する砂の供給源の解明は疎かになりがち

で，砂浜海岸の形成メカニズムが理解されてこ

なかった。

砂の供給源から砂浜海岸の地形を分析した

研究として，Combellick and Osborne（1977），

貞方（1991），三浦ほか（2003），川村ほか

（2012），白井ほか（2016）などがある。なかで

も砂質堆積物の組成を分析したものとして，例

えば貞方（1991）では，島根県弓ヶ浜海岸の堆

積物の鉱物組成の変化から，浜堤の形成に流域

のたたら製鉄が大きく寄与していることを示

した。

本稿が対象とする敦賀湾でも海岸侵食が問題

となっており，行政の対策も行われている。こ

のうち最も規模の大きい気比の松原海岸（以下

松原海岸）では，地形変化や工学的な研究（島

田ほか 1995・芝野 2000）がある。しかしなが

ら，現在も松原海岸の侵食は進み，根本的な解

決に至っていない。したがって，海浜堆積物の

理解を進めるためには砂の供給源を明らかにす

る必要がある。

以上より，本稿は福井県敦賀湾に分布する砂

浜海岸堆積物の粒度分析や砕屑粒子組成分析な

どから海浜砂の供給源や移動の実態を明らかに

し，海岸環境を理解することを目的とする。本

調査を通じて，これらの分析による海浜環境

の理解が海岸侵食対策につながることも示し

たい。

本稿で対象地域とする敦賀湾には図 1に示す

ように小さな砂浜海岸が複数分布する。敦賀湾

は緩やかに北へ傾斜し，開口部の最も深い部分

で水深 60～50mの湾である（志岐 1985）。西

岸の敦賀半島は，700m級の山地があり，主に

花崗岩体からなる。稜線部では地すべり地形
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図 1　敦賀湾の砂浜海岸の分布
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や大規模な崩壊地形がみられ，山麓には沖積

低地，段丘，埋谷緩斜面が分布する（中江ほ

か 2013）。東岸の野坂山地は大部分がジュラ紀

の付加体からなる。敦賀半島と同様に山麓には

沖積低地，段丘，埋谷緩斜面が分布し，埋谷緩

斜面の前面に砂浜海岸が分布する（中江ほか

2013）。湾奥には松原海岸を前面にもつ敦賀平

野がある。主に笙の川水系が形成した扇状地三

角州平野であり，笙の川と井の口川が流れる。

笙の川は流域面積約 163.1km2，敦賀市池河内

付近を源流とし，支流と合流して松原海岸東端

にそそぐ（福井県 2009）。井の口川は流域面積

約 28.4km2，野坂山地を源流とし，支流と合流

して松原海岸西端にそそぐ（福井県 2005）。

松原海岸以外は，岬に区切られたポケット

ビーチや，なだらかな曲線を描く延長数 100m

程度の砂浜海岸が連続する。沖の海底は一般に

遠浅で単調な地形を示す（岡田 1978）。

２．研究方法

砂の供給源を特定するためには，供給源にな

り得る地形や地質の条件の把握と，砂の粒度・

砕屑粒子組成の把握の 2つを同時に行う必要が

ある。

まず，対象とした砂浜海岸の地形・地質条件

を 5万分の 1地質図と空中写真判読によって整

理した。小規模な砂浜海岸については，後背地

における地質の分布を中江ほか（2013）と栗

本ほか（1999）により整理した。規模の大き

な敦賀平野の地形については，国土地理院撮

影（1963年）の空中写真を用いて空中写真判

読を行い，地形分類図を作成した。また，敦賀

平野を流れる河川流域の地質構成も中江ほか

（2013）と栗本ほか（1999）により整理した。

次に海浜砂の粒度分析・砕屑粒子組成分析を

行った。粒度分析は，河尻ほか（2009）の方法

を参照し，試料の洗浄・乾燥後 100±5gを計

りとり，1φ 間隔で－2から 4φ のふるいを用い

て行った。

砕屑粒子組成分析は，砂試料を樹脂で固定し

て薄片を作成し，公文・立石（1998）の方法に

したがい，カリ長石をヘキサニトロコバルト

（Ⅱ）酸ナトリウム飽和液によって着色して観

察した。今回分析に用いた薄片は，砂粒を樹脂

で固めたため，樹脂で充填された空隙の割合が

多い。そこで，ライン法（１）により測定粒子を

選び，砂粒の左端を測定ポイントとした。また，

測定は 100倍（検鏡）で行った。砂のモード

測定にあたって，0.063mm以上の結晶を石英，

カリ長石（パーサイト組織（２）をもつもの，マ

イクロクリン組織（３）をもつもの，正長石（４）），

斜長石，重鉱物（黒雲母，白雲母，緑泥石，斜

ゆうれん石，緑れん石，輝石，角閃石，不透明

鉱物），岩片（多結晶石英，半深成岩，深成岩，

流紋岩・凝灰岩，玄武岩質組織（５）をもつもの，

その他の火山岩，砂岩，頁岩，チャート，変成

岩）に分類し，Gazzi-Dickinson法により，600

粒を超えるように計測した。生物起源の炭酸塩

はカウントに含めなかった。モード測定による

供給源の推定は砕屑岩研究では伝統的な手法で

あり（Dickinson et al. 1983），未固結の現世堆

積物についてもこの方法を用いて供給源を検討

することができる。

海浜砂のサンプリングは敦賀湾西岸（W）と

東岸（E）の各砂浜海岸から計 7か所と，松原

海岸（M）の中央部および流入する 2つの河川

の河口部の計 3か所で，それぞれ砂浜海岸のな

かで最も砂の移動の激しい汀線において行っ
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た。その他河床砂（R）として松原海岸に流入

する笙の川および井の口川中州において各 1か

所採取した（図 2）。採取量は各地点約 400 gず

つである。

これらの砂浜海岸のうち，養浜を行ってい

るのが松原海岸（M）と東岸の赤崎海岸の E-1

である。

松原海岸では砂浜を掘って養浜砂を入れ，元

の砂をかぶせる方法の養浜を行っている（嶺南

振興局敦賀港湾事務所聞き取りによる）。養浜

は 2006年から 2014年にかけて突堤・離岸堤内

を除きほぼ全域で行われている。養浜砂は井

の口川下流部沿岸（敦賀市櫛川 88東高野 3-1）

で採取された（嶺南振興局敦賀港湾事務所聞き

取りによる）。

赤崎海岸では赤崎海水浴場（E-1）を建設す

るために 2012年から 2017年にかけて，大規模

な養浜が行われた（嶺南振興局敦賀港湾事務所

資料）。養浜砂には杉津漁港と福井港の砂を使

用している（嶺南振興局敦賀港湾事務所聞き取

りによる）。

３．結果

3.1　地質および地形

中江ほか（2013）と栗本ほか（1999）の地質

図に分水界を加筆し，各砂浜海岸ごとに後背地

の地質を花崗岩，花崗閃緑岩，付加体，火山岩，

その他に分類した（図 3）。

敦賀湾西岸の敦賀半島は古第三紀の江若花崗

岩からなり，サンプリングを行った各海岸の特
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図 2　砂のサンプリング地点
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色は北から順に以下のようにまとめられる。色

浜海岸（W-1）は背後に奥行 500m程度の埋谷

緩斜面を持ち，海浜は巨礫よりなる。砂浜の延

長は約 500mで，対岸に水島がある。手の浦海

岸（W-2）は鷲崎の北西側で，北側は埋谷緩斜

面，南側は背後に急斜面が迫るポケットビーチ

である。沓海岸（W-3）は小崎半島の南西側に

位置し，背後に奥行 500mほどの低地を持つポ

ケットビーチである。

松原海岸（M-1～3）背後の敦賀平野は南北

約 7km，東西約 6kmの規模の平野で，笙の川

と井の口川が流れる。両河川の流域には古第三

紀の江若花崗岩とジュラ紀の付加体を基盤岩と

する山地が分布する。

敦賀湾東岸の大部分はジュラ紀の付加体を基

盤岩とし，新第三紀の杉津花崗閃緑岩と，海岸

部に新第三紀の安山岩が分布する。サンプリン

グを行った各海岸の特色を南から順に示す。赤

崎海岸南部（E-1）は敦賀港埋立地の北側に位

置し，田結崎により隔てられる。背後に谷底低

地へ続く小さな低地を持つ。先述の通り海水

浴場建設のため養浜が行われた。赤崎海岸北

部（E-2）は南部と突堤により隔てられる。南

側は奥行 100m程度の狭い低地で，北側に小さ

な谷がある。五幡海岸（E-3）は奥行 500m程

度の低地を持ち，西側の江良の岬と東側の黒崎

に限られたポケットビーチである。横浜海岸

（E-4）は岡崎の東側に続き，背後に幅約 500m

の低地を有し，その内陸側は埋谷緩斜面が続

く。岡崎には安山岩が，内陸側には花崗閃緑岩

が分布する。

各砂浜海岸の地形・地質の特徴について表 1

にまとめた。

敦賀平野の地形については，空中写真判読に

より地形分類図を作成し（図 4），地形の分布

を示した。その結果，敦賀平野は南部の扇状地，

中部の後背湿地，北部の三角州に大きくわける

ことができる。

南部の扇状地には，現在の井の口川・笙の川

水系による扇状地と，笙の川により開析された

開析扇状地がある。現在の扇状地は両水系によ

る扇状地が複数結合した結合扇状地となって

いる。

中部は蛇行する井の口川・笙の川の後背湿地

である。現在は後背湿地の中央部は市街化され

ている。敦賀平野は全体に自然堤防が少ない。

図 3　敦賀湾周辺の地質概要
（中江ほか（2013），栗本ほか（1999）を

簡略化，流域界を加筆）
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北部は低平で，笙の川河口付近を東部に流れ

る旧笙の川（現在は埋め立てられている）とそ

の支流，そして井の口川による三角州である。

北端の松原海岸周辺には最大で 4列の浜堤列が

確認された。

平野内部にも小規模に残丘状の山地が分布し

ており，江若花崗岩の岩体の分布と一致する。

敦賀湾岸は港湾施設のための埋め立てなどの

人工改変地が分布する。

3.2　砂の分析結果

砂の粒度分析結果をヒストグラム（図 5）に

示した。敦賀湾西岸では色浜海岸（W-1）の

ピーク粒径が 1～2φ と小さく，手の浦海岸

（W-2）と沓海岸（W-3）では－1φ 前後と大

きかった。松原海岸ではピーク粒径は－1～1φ

で，また西岸よりも淘汰が良い。松原海岸の

うち海岸中央部のM-2は河口付近のM-1と

M-3よりも淘汰が良い。敦賀湾東岸はさらに

淘汰が良く，ピーク粒径も 2～3φ と小さい。

河川サンプルは淘汰が悪く，R-1はバイモダ

ルな粒度分布を示している。

表 1　各海岸の地形・地質の特徴

サンプリング
番号 海岸名称 海岸

延長（m） 背後の地形 背後の地質 河　川 養浜

W-1 色浜  500 平野なし 花崗岩 なし ×
W-2 手  450 山麓緩斜面 花崗岩 なし ×
W-3 沓  200 小規模な平野 花崗岩 なし ×

M-1 松原海岸西部
1500

敦賀平野 花崗岩，付加体 笙の川，井の口川 ○
M-2 松原海岸中央部 花崗岩，付加体 ○
M-3 松原海岸東部 花崗岩，付加体 ○

E-1 赤崎海岸 (南 )  700 小規模な平野 付加体 小河川 ○
E-2 赤崎海岸 (北 )  200 小規模な平野 付加体 小河川 ×
E-3 五幡  700 小規模な平野 付加体 小河川 ×
E-4 横浜  950 山麓緩斜面，平野 花崗閃緑岩 小河川 ×
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図 4　地形分類図　（筆者作成）
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砕屑粒子の組成分析の結果をそれぞれ地理的

な位置関係により順番に図 6および表 2に示

した。

敦賀湾西岸（W）では石英と長石で組成の

90％以上を占め，松原海岸（M）でもほぼ同様

である。敦賀湾東岸（E）では石英と長石を合

わせても 50％に満たず，火山岩や堆積岩の割

合が比較的高い。河川（R）は，R-1（井の口川）

で岩片が 24.2％と多いことが特徴的である。敦

賀湾東岸および R-1では，変成岩や多結晶石

英の割合が 2.6～6.0％とやや目立った。全体的

には，敦賀湾西岸（W），松原海岸（M），敦賀

湾東岸（E）それぞれの地域ごとに似通った組

成を示す。

また，比較対象として流域全てを付加体が

占める河川である滋賀県長浜市高時川（X-1），

岐阜県大垣市根尾川（X-2），埼玉県飯能市入

間川（X-3）の河床砂を各 1か所ずつ追加分析

した。

X-1, 2, 3全てにおいて堆積岩が 50％以上を

占め，カリ長石と斜長石を合計しても 10％以

下であり，これらの点においてほかの試料とは

明らかに傾向が異なる。

砕屑粒子組成分析については，それぞれのサ

ンプルの特徴を示すため，石英，長石，岩片の

割合による三角ダイアグラム（図 7a），石英，

斜長石，カリ長石の割合による三角ダイアグラ

ム（図 7b），カリ長石の特徴（パーサイト組織，

マイクロクリン組織，正長石）ごとの割合によ

る三角ダイアグラム（図 7c）を作成した。

図 7aと図 7bでは地域ごとの差が示された。

図 7bでは比較のために江若花崗岩と水津花崗

岩の組成をあわせて示したところ，敦賀湾西岸

図 5　粒度分析結果
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図 6　砕屑粒子組成分析結果
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図 7　砕屑粒子組成による三角ダイアグラム

表 2　砕屑粒子組成分析結果

試料名 石英
長　石

重鉱物
岩　片

その他
カリ長石 斜長石 多結晶石英 火山岩 堆積岩 変成岩

W-1 48.1% 31.9% 14.3% 2.1% 0.3%  1.1%  1.0% 0.2% 1.0%

W-2 58.0% 27.3% 12.6% 0.5% 0.2%  0.3%  0.5% 0.0% 0.6%

W-3 42.8% 43.4%  8.1% 1.5% 0.3%  1.1%  2.1% 0.0% 0.6%

R-1 28.0% 21.4% 15.1% 3.3% 2.5% 11.5%  5.8% 4.4% 8.0%

M-1 40.7% 32.7% 18.1% 0.3% 1.6%  3.5%  3.0% 0.0% 0.0%

M-2 42.3% 31.0% 18.6% 0.8% 1.5%  1.3%  3.2% 0.3% 0.1%

M-3 50.2% 17.4% 16.6% 0.8% 2.1%  4.2%  6.8% 0.8% 1.1%

R-2 33.8% 30.1% 14.7% 1.1% 1.3%  6.9%  9.3% 0.0% 2.7%

E-1 15.3%  5.2% 17.9% 6.0% 2.1% 25.8% 14.5% 3.9% 9.5%

E-2 19.0%  6.9% 15.6% 2.6% 7.1% 19.5% 13.4% 9.8% 6.1%

E-3 16.6%  9.4% 21.8% 4.0% 3.5% 16.5% 13.1% 9.5% 5.6%

E-4 16.8%  5.3% 17.4% 3.1% 6.3% 21.6% 17.4% 6.0% 6.1%
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のものは江若花崗岩と一致した。図 7cでは敦

賀湾西岸と松原海岸の類似性と，敦賀湾東岸と

の差が示された。

４．考察

対象地域の地形・地質条件は，西岸・松原海

岸・東岸でそれぞれ異なる特色を持つ。敦賀湾

西岸は江若花崗岩体よりなり，埋谷緩斜面やポ

ケットビーチが砂浜を構成している。松原海岸

は敦賀平野を形成した笙の川三角州前面の浜堤

列から構成される。またその東側は敦賀港の港

湾施設に伴う人工改変地（埋立地）となってい

る。これに対し敦賀湾東岸は主としてジュラ紀

の付加体よりなり，一部に花崗閃緑岩や安山岩

体が分布し，谷底低地や埋谷緩斜面から続くポ

ケットビーチが砂浜を形成する。

砂の分析結果では，敦賀湾西岸の海浜砂は東

海岸と比べて粗粒であり（図 5），粒子の組成

は石英と長石が 90％以上であった。これは澤

田ほか（1997）による江若花崗岩構成鉱物の三

角ダイアグラムの組成と類似する（図 7b）こ

とから，これらの地域の海浜砂は敦賀半島の崖

や岬に露出する江若花崗岩の構成鉱物を起源と

する粒子から構成されていることがわかる。さ

らに，図 7cにおいて，敦賀湾西岸の海浜砂は，

カリ長石の特徴としてパーサイト組織を持つも

のが多いことがわかった。この結果は，中江ほ

か（2013）の記載と調和的である。敦賀湾西岸

と松原海岸では砕屑粒子組成（図 6）やカリ長

石の特徴が類似しており（図 7c），両者の間で

漂砂の連続性があることがわかる。松原海岸の

花崗岩由来でない堆積物は松原海岸に流入する

河川から供給されたと考えられる。

一方，敦賀湾東岸では西岸と比べ細粒で淘汰

が良く（図 5），近隣の岬の付加体岩体起源と

考えられる堆積物が卓越する。E-4では後背地

の大部分を占める石英閃緑岩や岡崎の安山岩体

が分布するにもかかわらず（図 3），石英や長

石，その他の火山岩などが少なく，付加体由来

の堆積物が卓越する（図 6，図 7a）。このこと

から，E-4の海浜砂は周辺からの漂砂によって

供給されると推測される。

また，敦賀湾東岸の試料では石英・長石が

40～50％含まれている（表 2，図 6）。流域全て

を付加体が占める試料 X-1, 2, 3では石英・長

石が約 10％であることから（図 6），付加体由

来でない石英・長石が含まれていると考えられ

る。敦賀湾東岸のカリ長石はパーサイト組織を

持つものが非常に少ない（図 7c）ため，敦賀

湾西岸・松原海岸からの漂砂の連続性はないこ

とがわかる。さらに，敦賀湾東岸では珪長質

火山岩片がどの試料においても約 10％含まれ

ている（表 2，図 6）が，中江ほか（2013）で

は近傍に珪長質火山岩の分布はみられない。よ

り北方の福井港周辺には流紋岩が分布している

（産業技術総合研究所「20万分の 1日本シーム

レス地質図」より）ことから，付加体由来でな

い堆積物は，より北方から供給された可能性が

示された。これは敦賀湾西岸と漂砂の連続性が

ないこととも調和する。

養浜砂について，嶺南振興局敦賀港湾事務

所資料による松原海岸（M）および赤崎海岸

（E-1, 2）における養浜砂の粒度分布と本研究

のサンプルの粒径分布の比較を図 8に示した。

松原海岸の養浜砂の粒度分布は今回のサンプル

試料とほとんど一致していない（図 8a）。サン

プルのピークが 0φ 付近であるのに対し，養浜

砂は河川沿岸の土砂を使用している（2章参照）
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ため，ピークが－2φ と粒度が粗い。赤崎海岸

で最後に養浜が行われたのは 2017年であった

（嶺南振興局敦賀港湾事務所資料）。全体に養浜

砂を投入する養浜を行っている（嶺南振興局敦

賀港湾事務所聞き取りによる）が，赤崎海岸の

養浜砂の粒度分布（嶺南振興局敦賀港湾事務所

資料）の傾向は比較的似ているものの，ピーク

はサンプルが 3φ であるのに対し，養浜砂は 1φ

と異なっている（図 8b）。これは，投入後 1～

2年経過した汀線付近の堆積物であるため，分

級・淘汰されて細粒になった可能性や，周辺か

らの漂砂が堆積した可能性が考えられる。砕屑

粒子組成分析はできていないため詳細に検討す

ることはできないが，松原海岸の養浜砂が井の

口川流域で採取されていることから，松原海岸

のサンプルの砕屑粒子組成に大きく影響しない

と考えられる。赤崎海岸では杉津漁港と福井港

の砂が養浜に用いられたが，図 6や図 7におい

てその他の敦賀湾東岸のサンプルと組成の点で

大きく異ならないことから，今回の調査におい

ては養浜砂の影響は現れていないと考える。

以上より，敦賀湾全体の特徴として，西岸で

は江若花崗岩起源，東岸は付加体起源の漂砂が

卓越し，湾奥の松原海岸は笙の川などの河川の

作る平野ではあるが，汀線付近の表層堆積物

は，河川上流域の地質よりも敦賀湾西部の江若

花崗岩起源の堆積物が卓越すると推測された。

また，敦賀湾においては，ポケットビーチ状の

砂浜海岸においても漂砂機構は閉鎖されている

のではなく，複数のポケットビーチをまたぐ漂

砂の影響があることがわかった。特に敦賀湾東

岸では北から南への漂砂の方向が推測され，か

なり遠距離の移動も推定された。人工構造物の

影響としては，松原海岸東部に大規模な港湾施

設があることで，現在は敦賀湾東岸と松原海岸

の間の漂砂が認められないのではないかと考え

られる。

養浜に関しては，汀線付近では粒度分析にお

いて，養浜に使用された砂とは特徴が一致しな

いことがわかった。

松原海岸の砂は主に敦賀湾西部の江若花崗岩

起源であり付加体起源ではないことから，敦賀

湾東岸からの漂砂に影響を与えると考えられる

東部港湾施設建設が海岸侵食の直接の原因で

はなさそうであるが，島田ほか（1995）や芝野

（2000）の指摘した松原海岸中央部の減少と両側

への移動との関係は明らかにできなかった。現

在の汀線付近の砂は河床堆積物と比べ付加体由

来の堆積物が少ないが，これは図 4で示した笙

の川の河道変更などの河川改修により流出が減

少したためか，養浜砂と粒径が異なることや，浜

堤堆積物との比較により時代ごとの差が見られ

るかどうかなどの検討も今後必要と思われる。さ

らに今回の分析によって比較的距離の大きい漂

砂が示唆されたことから，海岸侵食に対し漂砂

機構全体の保全を検討することも必要であろう。

５．おわりに

松原海岸や敦賀湾の砂浜海岸の海浜砂の移動

傾向や供給源を明らかにするため，砂浜海岸周

辺の地質と地形を分析し，敦賀湾の 7つの海岸
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サンプルと養浜砂の粒度分析比較
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および松原海岸にそそぐ 2つの河川において粒

度分析，砕屑粒子組成分析を行った。

それらの結果，敦賀湾西岸や松原海岸では敦

賀半島の岬から供給される花崗岩由来の堆積物

が卓越し，敦賀湾東岸では東岸の岬から供給さ

れる付加体由来の堆積物が卓越することがわ

かった。また局地的に分布する花崗閃緑岩起源

の砂の有無や，付加体が流域全域を占める 3つ

の河川の追加調査結果とあわせて，敦賀湾東岸

では付加体由来でない堆積物の特徴から，北か

ら南への漂砂の可能性が示唆された。敦賀湾西

岸・松原海岸と敦賀湾東岸の間には大規模な港

湾施設の建設により，現在は漂砂の連続性は認

められない。以上のように，敦賀湾の西岸・湾

奥・東岸それぞれの地形地質の特色と漂砂の連

続性を示すことができ，海岸環境の理解に結び

つけることができた。

一方で，松原海岸の海岸侵食は港湾施設が直

接の原因ではないと考えられるが，島田ほか

（1995）や芝野（2000）の指摘した砂の移動や，

河川改修の影響，時代ごとの堆積物の差が見ら

れるかどうかなどの確認を行い，海岸侵食につ

いて検討していかなければならない。

今後の課題として，養浜砂については粒径分

布だけでなく砕屑粒子組成などの詳細を確認

し，検討を行う必要がある。さらに，本研究で

は敦賀湾において湾内にとどまらない広範囲を

移動する漂砂によって砂浜海岸が形成されてい

る可能性が示唆された。松原海岸の砂の供給源

の長期的変化や，より北部の海岸や若狭湾全体

の調査を通して，砂浜海岸の海浜砂の挙動をよ

り正確に把握していかなければならない。

そして，このような視点の研究を行うこと

で，海岸侵食傾向にある各地の海岸において

も，海浜環境を理解した上で，侵食の原因を

究明し，解決方法が提示されることが期待さ

れる。
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注⑴ ライン法は，モード測定にあたり決定した始
点から，横方向の直線上（カウントポイント）
にあたる鉱物を全てカウントする方法である。
一列カウントが終わるごとに同じ粒子を数えな
いように間隔を開けて次の列をカウントする。

　⑵ パーサイト組織は，カリ長石中に葉片状の
ソーダ長石の結晶を細かく含む組織である。高
い温度条件下ではアルカリ長石中に Na長石は
固溶体として含まれるが，温度の効果にともな
い離溶がおこり生じたものと考えられている
（黒田・諏訪，1983）。カリ長石の成分を多く含
むため，カリ長石に分類した。

　⑶ マイクロクリン組織はカリ長石にみられる，
ほぼ直交する明瞭な格子状構造をもつ組織であ
る。花崗岩，閃長岩などの酸性深成岩，低温か
ら中温の泥質・砂質変成岩などに産出するカリ
長石にみられる（黒田・諏訪，1983）。

　⑷ 正長石はパーサイト組織やマイクロクリン組
織のような構造を持たない。花崗岩や石英斑岩
などの酸性の火成岩に含まれ，比較的高温の変
成岩にも含まれる（黒田・諏訪，1983）。

　⑸ 玄武岩質組織は，斜長石が自形の短冊状で含
まれ，その間を有色鉱物などが埋めているもの
である。玄武岩に代表的な組織である（黒田・
諏訪，1983）。
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